
（技術名）マンゴー果実病害に対する殺菌剤の体系散布による発病抑制効果

（要約）マンゴー軸腐病および炭疽病のほ場防除体系として、塩基性硫酸銅水和剤、マン

ゼブ水和剤、キャプタン水和剤、プロシミドン水和剤およびアゾキシストロビンフロアブ

ルの 5殺菌剤による雨よけ栽培時での体系散布は有効である。
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［背景・ねらい］

沖縄県の出荷マンゴー果実において、軸腐病および炭疽病が多発して問題となっており、

ほ場防除技術の確立が急務となっている。そこで、両病害の共通防除体系の確立を目的に、数

種殺菌剤を組み合わせた体系散布の防除効果について検討する。

［成果の内容・特徴］

１．体系散布では出蕾前あるいは出蕾期あたりから袋かけ前までに、塩基性硫酸銅水和剤、

マンゼブ水和剤、キャプタン水和剤、プロシミドン水和剤およびアゾキシストロビンフ

ロアブルの順序で散布する（表１）。

２．2012 ～ 2014 年のうるま市と糸満市における軸腐病および炭疽病に対する体系散布の発
病率と発病度（収穫５日後）はそれぞれ無散布と比較して有意に低い値となり、発病抑

制効果が認められる（表２）。

３．体系散布による果実の薬害（薬液の汚れによる斑点状の果色ムラ）は、2013 年のうる
ま市で 3.2％認められたが、それ以外の年では認められない（表２）。

４．過去３年５事例のメタアナリシス解析の結果から、体系散布における両病害の発生は

無散布に比べて有意に少なく、軸腐病では無散布の発病率の 24 ％、炭疽病では無散布の
発病率の 23％にまで抑制される（図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．マンゴー果実病害に対する雨よけ栽培時での参考資料として活用する。

２．果実肥大期以降のプロシミドン水和剤の散布は薬害が生じやすいため、結実期までの

使用が望ましい。

３．散布は殺虫剤等の他剤との混用は行っていないので、実際の使用にあたっては混用した

場合の薬害について予め確かめておく必要がある。

４．メタアナリシスは、複数の独立した試験結果を定量的・統計学的に統合して解析する手

法である（田代，2007）。体系散布区と無散布区の収穫 5 日後の発病率の割合（リスク比
と 95 ％信頼区間）を求めて体系散布の有効性を評価した。リスク比の値が 1.0 未満であ
れば、その値分の比率だけ無散布に比べて有意に発病率が低いことを示す（0.1 は無散布
区に比べて発病率が 10％であることを示す）。



［具体的データ］

表 1 体系散布スケジュール

表 2 マンゴー軸腐病および炭疽病に対する体系散布の防除効果

図１ メタアナリシス解析による体系散布の防除効果

■は体系散布区と無散布区の発病率の割合（リスク比）を、■の大きさは重み付けの値を、
各マーカーの両側の線は 95 ％信頼区間を示す。◇は 5 試験の統合リスク比を示す。リスク
比の値が 1.0未満であれば、その値分の比率だけ無散布に比べて有意に発病率が低い。
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炭疽病軸腐病
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（％）
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発病率
（％）

発病度

体系散布 60    18.3
*

      8.3
* 60 23.3

*
    11.7

*

無散布 60 41.3 33.9 60 95.0 68.9

体系散布 90       5.6
*

      3.3
* 90     10.0

*
      6.3

*

無散布 90 24.4 17.0 90 58.9 33.7

体系散布 63       3.2
*

      1.1
* 63      33.3

*
    17.5

*

無散布 63 63.5 53.4 63 100.0 83.6

体系散布 75    10.7*       8.0* 75     22.7*     15.6*

無散布 75 50.7 41.3 75 92.0 79.1

体系散布 69       5.8*       2.9* 69      4.3*       1.9*

無散布 69 15.9 11.1 69 55.1 35.7

1) 発病率のアスタリスクはFisherの正確確率検定による有意差（p<0.05）があることを示す。

2) 発病度のアスタリスクはMann-Whitney's U検定による有意差（p<0.05）があることを示す。
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